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である。 国でも置いてあるのを見かけたことがあるがこんなに多くはない。 これらの機械が皆、的確に素早く作動するのにもびっくりする。興味深いことに五年前と比べ価格 同じままだ。実を言うとこの私も自販機の常客で 。　
自由な時間があると私は食料を買いに出かけ
る。お気に入り 場所は、職場からもアパートらも近いヨーカドーである。幕張 海岸 よく行く。週末を過ごすにはすばらしい場所である。日本について考えるとき最初に頭に浮かぶ はお花見の季節である。私が春 満開の桜を初めて眺めたときその花の美しさに魅了された。どこもかしこも白い桜の花が満開に咲いている。風が一吹きすると花びらが雨のように舞う光景 なる 呆然とさせる眺めなのである。お花見を逃した人はたいへん寂しい思いをされるのではな かと思う　
日本の生活様式についていえば、住まいも公共
の場所もあっ りしていて心地がよい感じがする。一般的に言って、誇大的な表現がない。私は最小限を美徳とする人間なので私自身 生活スタイルに合っている。職場での生活も人と人と 意思疎通のしかたもとてもユニークである。日本人は寡黙にそして几帳面に仕事をする。コミュニケーションにはすごく気を遣ってい まの職場でもそれは言える。結局、研究者が必要としているのは豊富な研究資料が備わった静かな場所である。
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